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「親と子の主体性育成を目的とする子育て支援に関する研究」学位申請論文要旨 
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者に必要とされることに意味感』に価値を置くことの出来る人間、そこに生きる喜びと幸
福感を見い出せる人間に子どもが育つ」ことを結論とした。そして、その目標を達成する
課題として以下のようにまとめた。 
①子どもが自己充実主体性と繋合希求主体性のバランスのとれた主体性をもって育つ
ためには、家族システム理論に基づいた相互主体性が機能する環境としての子育て支援が
求められる。つまり、「親と子」の相互主体性、「地域の親と子育て支援者」「地域の親と子」
の相互主体性が機能する環境づくりが求められる。 
②親と子の相互主体性が機能する関係性について、親が子どもの主体に働きかけること
を起点として、「一緒」「基本的自尊感情」「親と子の関係性の安定」「教える」に着目した
円環的関係性をつくることが求められる。 
③地域の親と子育て支援者の相互主体性が機能する関係性について、親の「基本的自尊
感情」を育てるための相互受容が機能する関係性をつくること、そのことによって親の主
体性はバランスを回復し、親のバランスのとれた主体性によって子どもとの相互主体性が
機能する関係性がつくられ、親アイデンティティが育てられる。 
④他者との関係性を築くために内在的自己を調整し主体性のバランスのとれた子ども
が育つために、地域の親と子の相互主体性が機能する環境づくりが求められる。それは、
親と子、子育て支援者が共に活動に取り組むこと、それぞれに役割をもつことを活動の柱
にすえ、他者の主体を認め合う相互受容が重要であること、異年齢の子どもとの関係づく
り、内在的自己の対話と調整をすることを支援の内容に含めていくことが課題である。 
⑤①～④について、何故そうするのか、を親と子育て支援者が理解することが課題であ
る。自己の子育て支援者としての役割や自己の親として役割に意味感が与えられ、子育て
支援者として、親としての主体的アイデンティティをもつことが課題である。 
 本研究の限界として、第Ⅵ章、第Ⅶ章において、調査対象が限定的であったことにより、
結果についても限定的にならざるを得なかったこと、調査対象が母親に偏っていたことが
あげられ、今後の課題としたい。 
今後の研究課題として、「情緒的自立」をキーワードとして、ユニバーサルデザインの
視点をもった「しつけ」プログラムを作成すること、親の情緒的自立については、親自身
が終結目標をもって取り組めるような支援方法の確立をめざし、本研究で求めた子育て支
援の目標により近づくために、実践を通してその方法を研鑽していきたいと考える。 
